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た（78.9% vs. 66.7%, p<0.01）。多変量解析では、カッティングバル
ーン治療はカルシウムの亀裂（オッズ比 30.0;95%信頼区間 2.7-994.1, 
p=0.004）およびステント拡張（回帰係数 7.4;95%信頼区間 0.5-14.3, 
p=0.04）の良好な因子であった。結論：冠動脈高度石灰化病変では、
ローターブレーター後にカッティングバルーン治療を行うことはカル
シウムの亀裂および良好なステント拡張の重要な因子であった。 
